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このピボットテーブル (����������) に関する簡単なレポートを書くきっかけは, 以下のとおり
である. 学内で就職委員をやった際, 学生の就職データを扱う機会があったが, ピボットテーブル

を利用すると, 各種の集計表が非常に簡単に導かれる. 試行錯誤的にフィールド項目を, ４次元の

レイアウトセクションにわりあてて, ピボットテーブルを利用して各種表を作成することはおもし

ろい作業である. しかし, この作業は, ややもすれば, 試行錯誤的にピボットテーブルを利用して,

種々の表を導くもので, 必ずしも, 予め, 頭の中で予想して, 表作成を行うものではない. 結果オー

ライの感がなきにしもあらずである. データベースの表があれば, それから必ず有効なピボットテー

ブルが得られるというものではない. ここでは, 有効なピボットテーブルが導かれるようなデータ

ベース型の表は, どのような特徴を有しているのか, ということに関して簡単にまとめてみたい.

これが, この小稿をまとめるきっかけである.

ピボットテーブルの主な役割は, データベース型表のフィールド項目を取出し, オリジナルのデー

タベース表に基づき, 種々の表を作成するものである. しかし, ピボットテーブルには, このほか

にも便利な用途がある. 市販されているピボットテーブルのマニュアルは, あるデータベースの表

に基づき, ピボットテーブルの作成方法を解説するものであるが, ここでは, 若干, 視点をかえて,

ピボットテーブルを利用できるデータベース型表とは, どのような特徴を有しているのか, また,

オリジナルのデータベース表から, 種々の集計表を導く以外に, ピボットテーブルの有効な利用方

法がないか検討する.�������������
ピボットテーブルの概要を述べると, 図１に示されているように, データベースの表から, ピボッ
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トテーブルを作成し, そのピボットテーブルに基づき, 種々

の用途に応じた行列型の表, あるいは階層型の表 (ベクトル

形式) を導出するものである１. 具体的には, 表１ 学生就

職名簿からピボットテーブルを作成し, 用途に応じて, １次

元の集計表 (表���), ２次元の集計表 (表���), ２階層の集
計表 (表���) 等で表示するものである. また, 表１から得
られるピボットテーブルから, フィールドを書き出すと, 表

３のように示される. １つの例ではあるが, 表３に基づくと,

ピボットテーブルの利用について

―��―１ データベースとは ｢大量のデータを効率よく管理できるように整理してまとめたものです. データベース形
式の表では, �件のデータを�行に入力します｣ きたみ (����) ��頁.
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業種×学部表, 等９つの２次元表 (行列表示) を示すことができる. 表１を例にとると, 上述のよ

うに, 種々の表を導くことができる. 表１の, 各列：学部名, 性別, 対象年度等をフィールドと呼

び, 各行をレコードと呼ぶ.
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表を分類する際, 必ずしも､ これは適切なものではないが, 大雑把に図２のように分類できるか

もしれない｡ ここでは, 名簿型のデータベース型表を例にとり, 図２のように分類した. データベー

スで典型的なタイプは, 名簿型の表である. 何らかの名表に基づき, 種々のデータがフィールドの

形で並べられる. さらに名簿型の表は, 関数型と, 非関数型に分類される. 前者は, ｆ (ｘ, ｙ,

ｚ, ・・・) ＝ｂという, 形式であるのに対して, 後者は, ｆ (ｘ, ｙ, ｚ, ・・・) の形式であ

る. 後者は, 関数形式をとっていないことを意味する . 関数型は, ｂが数値であるか, 文字かに

より数値型と文字型に分類される. 名簿型の表に関して, ２つ例示する：さきの表１と, 表４ 大

河ドラマ一覧. 表１の場合は, ｘ：学部, ��出身県, ｚ：入学年次, ・・・. ｂは, 会社名で, 文
字型である. 表４の場合は, ｘ：放送年, �：時代, ｚ：主人公性別. ｂは, 視聴率で, 数値型で
ある. 表１, 表４の相違は, ｂが, 文字型か数値型かということである. 表１の場合は, 文字型で

あるので, 行列表示した場合, ピボットテーブルから導かれる表示は, 原則, 個数表示となる. そ

れに対して, 表４の場合は, 数値型であるので, ピボットテーブル内の表示は, 個数表示と, 視聴

率関連の表示 (例えば, 平均視聴率等) の２種類が可能になる.

表１, 表４に関して, 関数形を具体的に表示すると,

表１：��山田花子 (法学部, 女, ����)�＝山形屋 (小売業, 鹿児島県).
表４：ｆ�武田信玄 (����, 戦国, 男)�＝����％.
表１のピボットテーブルに基づいて行列型の表を作成する場合, 行には, 学生の属性を, 列には,

会社の属性を並べるのがオーソドックスである (行と列は, 逆でもかまわない). 行：学部分類,

列：業種分類の表, 行：年次別分類×列：都道府県分類の表等が例示される. 表１は, 文字型の関

数であるので, これらの表の数値は, 個数で示される. 表４のピボットテーブルに基づいて, 行列

型の表を作成する場合, 行, 列には, 番組の属性が用いられる. 行：時代区分別分類, 列：男女別

分類の表, 行：放送年次別分類, 列, 時代区分別分類の表等が例示される. これらの表の数値は,

上述したように, 個数表示と, 視聴率関連の表示が可能である.

ピボットテーブルの利用について

―��―２ 非関数型の形式は, 表１の場合, 会社名以下, 右側のフィールド項目を削除したものである. 表２の場合,
視聴率を削除したものである.
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３ 表４のタイトル, 放送年は, 歴代大河ドラマ一覧／年代流行ホームページ������������������������������������������を参考にした. 視聴率の数値は, 掲載していない.
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上述の分類以外に, 階層型と, 非階層型の分類があげられる. ここで, 階層型のデータベースと

は, さきの図１で説明すると, 得られる表が, 階層型表示の形式を取っているもののことである.

具体例を, 図３に表示する. ここでは, カリキュラムを例にとっている. ここで, 階層型の表とは,

図３に基づいて示される表のことであるが, 大分類・中分類・小分類表示の表, あるいは, 目次型

表示の表ともいえるかもしれない. 図４は, この階層型の表示を記号で示したもので, (１) は,

ここで説明した階層型に対応し, (２) は, 非階層型に対応している. (１) と (２) の違いは,

(１) は, 図の形式の順序を入替えることができないのに対して, (２) は, 隣に表記した図のよう

に表示することもできる. (２) の形式を具体的に示すと, 次節の表の先取りになるが, 図５の形

式が考えられる. 図５では, 学部, 前・後期, 年次順で示されているが, 他の並び方も可能であ

る４. 表５は, 図３に基づき, 取得した授業科目の一覧を示したものである５. 表５に基づきピボッ

トテーブルを作成することにより, 取得単位数を, 選択・必修別に分類することができる. それを

示したものが, 表６である. このように, 表５に基づき作成されたピボットテーブルから得られる

表６は, 階層型の表になり, 行列表示等には適さない.

ピボットテーブルの利用について

―��―４ 他の例としては, 年次, 前・後期, 学部の順がある. 図５の順を含めて, 全部で６個の並べ方がある.
５ 表５は, 完全に, 図３に基づいているわけではない.
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さきの図１に示したように, 通常のピボットテーブルの考え方は, データベース型の表に基づき,

ピボットテーブルを作成し, その後, 種々の目的に応じた行列, あるいは階層型の表を作成するも

のである. 図１では, ピボットテーブルを介して, データベースと種々の表が関連付けられている

が, ここでは, データベースと, それから導かれる表を切り離して, ピボットテーブルを利用する

ことを考える. ここで使用される表は, 表７プロ野球野手成績６, 表９学部別入試倍率, 表��気温・
降水量一覧７の３表である.

表７は, プロ野球野手の打撃成績に関する氏名と項目の２次元表である. ２次元であるので, 行

列表示すると, その表示形式は, 氏名・項目表と, 項目・氏名表 (表���) の２種類である. 階層
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６ 表７の出所は, 表７の下記に示した通りであるが, 掲載されている全選手, 全項目を示しているわけではな
い.

７ 表��の観測地は, 東京以東しか表示していない.



型表示は, 氏名・項目表 (表���) と, 項目・氏名表 (表���) の２種類である (行方向への表示は

除く). 表７の情報は, 表���～表���の形式で表示可能である. つまり, 同一情報が, 表７, 表���
～���の４つの形式で表示される. ピボットテーブルを使用すると, これらの４形式は, どれか１
つの形式が示されれば, 他の形式に変換することが, 可能である.

表７と異なり, 表９は, ３次元の表である：学部・入試種類・年度. 行列表示すると, ６種類の

表が考えられる：①学科・種類別年次倍率表, ②種類・学科別年次倍率表, ③学科・年次別種類倍

率表, ④年次・学科別種類倍率表, ⑤種類・年次別学科倍率表, ⑥年次・種類別学科倍率表８. 行

列表示以外に, 階層表示も可能で, 行列同様, ６種類示される. ３次元の表は, 行列・階層表示は,

合せて��種類の表示が可能である. 表９自体は, 行列表示の③の表で, 表��は, 年次・種類・学科
別の階層表示を１つ例示したものである. このように, 同一情報を, ��の行列あるいは階層形式で,
表示可能であるが, 上述した表７同様, この��個の表示のどれか１つに基づきピボットテーブルを
作成すると, 他の��個の表示が可能となる. ここで示したのは, 同一情報を, 複数の表, あるいは

ピボットテーブルの利用について

―��―
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８ この表示は, 行に関して階層表示を示したもので, 列に関しての階層表示は考えていない.



階層形式で表示できるが, ピボットテーブル表示を利用すると, １枚の行列型の表, あるいは階層

型の表が提示されると, その表から他の表を導くことができる, ということである. 表７の場合は,

１枚の表が提示されると, 他の３枚の表が, 表９の場合は, 他の��枚の表が導かれる. 表の次元が
高くなるほど, ピボットテーブルの有用性は高まることになる.
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また, 表��は, 気温・降水量一覧で, 表９同様, ３次元の表であるが, その別の例である. 表��
は, 気温降水量・月×観測地の行列表示である. この表示に基づきピボットテーブルを作成すると,

表９と同じように, 残りの��枚の表を作成することができる.

まとめると, たとえば, 先に示された表���～表���は, 表１のデータベースからピボットテーブ
ルを利用して導かれた表であるが, ここに提示した表７, 表９, 表��は, データベースとは無関係
(独立) に, 表示されたものである. 図１と対応的に考えるならば, 表７に基づきピボットテーブ

ルを作成し, そのピボットテーブルに基づき, 表７, 表���. 表���, 表���の４表を導くことができ
る. ピボットテーブルとの関係を図１と対応的に表示すると, 図６のようになる. 図６では, 表７

がデータベースとみなされている. 表７に基づきピボットテーブルを作成し, それから図に示され

た４つの表を導くことができる９.

経 済 学 論 集 第 �� 号

―��―

��� ������������������������
単位：℃, ㎜

９ 図６は, 表７の例をとって示したが, 表９, 表��に関しても, 同様の図を作成することができる. 表９, 表��がそれぞれデータベースとみなされ, それに基づき, ピボットテーブルを作成する.



基本的に, 表が, データベース型の形式を取っているならば, ピボットテーブルを作成すること

ができる. しかし, すべてのデータベース形式の表から効果的なピボットテーブルが作成されると

いうわけではない. 表��は, 相撲力士に関するデータベースのひな型であるが, 表��に基づき, ピ
ボットテーブルを作成して, 各種表を作成することができる . 表��は, 所属部屋, 出身地, 番付
等のフィールドから構成されている. 各フィールドの種類は, 次のとおりである. 所属部屋：��以
上, 出身地：��以上, 番付：��. 各フィールドとも種類の数が, 若干多めである. 項目がすべて文
字型で構成されているので, 利用できる数値は, 個数のみである. 各フィールドの種類が多いので,

行列表示は, 空白のマス目が多くなる. 階層で表示してもあまり効果的な結果は得られない. この

ように, フィールドの種類数が多い場合は, ピボットテーブルはそれほど効力を発揮しない. その

場合は, フィールド項目をグループ分けすることにより, 効果を発揮する.
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きたみあきこ (����) 『今すぐ使えるかんたん�ｘ���ピボットテーブル』 技術評論社.
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